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研究成果の概要（和文）：本研究は，財務報告における環境負債情報の開示水準を規定する要因を解明するための理論
モデルの構築と定量分析を実施し，3つの主要な研究成果を得た。(1) 環境負債情報の開示実務が，行政機関による環
境汚染の規制に依存して形成されるモデルを構築し，企業活動から生じた汚染が放置される可能性を示した。(2) 環境
負債認識における債務性概念の形成が，企業の資金調達におけるコミットメント戦略から影響を受けるモデルを提示し
た。(3) 環境負債に関する会計規制が経営者インセンティブを変更し、環境汚染規模を拡大する可能性があることを示
した。

研究成果の概要（英文）：We explore corporate financial reporting incentives for environmental liabilities.
 We analytically examine the determinants of environmental liabilities disclosure. We establish that corpo
rate environmental liabilities disclosure is evolved in an environment that environmental agencies impose 
litigation risk on firms with environmental obligations. Further, we find recognition criteria of environm
ental liabilities is affected by corporate commitment strategy in debt contracts. We also show that accoun
ting regulation about environmental liabilities affects managerial incentives related to environmental man
agement and increases corporate environmental contamination.
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１．研究開始当初の背景 

近年、企業活動の環境側面に関わりをもつ財
務報告制度の拡充にともない、財務諸表上に
開示される環境関連情報が増加しつつある。
しかし、現状では、環境汚染に関わる財務報
告には、企業間によって多様な会計実務が観
察されている。これは、(1) 環境負荷に関わ
る財務報告の企業間の多様性が、証券市場に
おける投資決定にどのような影響を与えて
いるかという疑問と、(2) 財務報告における
環境関連情報の開示が、企業間で異なってい
るのはなぜか、という要因解明の疑問を提起
している。特に、後者は、企業の環境負荷に
関わる動機解明を通じて、環境負荷を抑制す
る経営決定を誘導する目的から財務報告制
度を設計する場合に不可欠な基礎的知見を
提供するものと考えられる。しかし、現在の
ところ、企業の環境負荷に関わる会計報告の
意思決定については理論的な研究蓄積が十
分になされていない。 

 

２．研究の目的 

本研究は、(1) 財務報告を通じた環境負債情
報の開示決定に及ぼす要因を解明するとと
もに、(2) 環境負債に関する会計規制が導入
された場合に企業の環境負荷に関わるイン
センティブをどのように変化させるかを解
明することを目的とする。持続的な経済発展
を前提とする企業活動を促すためには，企業
活動の環境側面に関する透明性を確保する
ことが不可欠であり、企業の財務報告を通じ
た環境汚染情報の透明性を高めるメカニズ
ムの理論的解明が重要になってきている。こ
れらの研究課題を明らかにし、財務報告制度
の設計に資する知見を提供するのがねらい
である。 

 

３．研究の方法 

本研究は環境負債に関連する 3つの側面に着
眼して、モデル分析を実施した。 

 

(1) 企業の環境負債情報開示に決定に影響
を与える経済主体として環境汚染調査機関
に焦点を当て、企業と環境規制主体の間の相
互依存的な意思決定をモデル化し、企業の環
境負債開示が環境規制主体の介入に依存し
て実務慣習として定着する過程を分析した。 
 
(2) 企業の環境負債として資産除去債務に
着眼し、その財務諸表認識が及ぼす影響をプ
リンシパル・エージェントモデルにもとづい
て分析した。環境汚染をともなう企業決定に
おける経営者インセンティブが、環境負債に
関する会計基準設定によってどのような影
響を受けるかを解明するのが狙いである。 
 
(3) 企業と利害関係者間の契約過程に着眼
し、企業のコミットメント戦略が債務性概念
の形成を通じて、環境負債の財務諸表上の認
識に影響を与えることを示すモデルを提

示・分析した。 
 
４．研究成果 
(1) 企業の環境負債開示コストが環境汚染
規制主体による環境汚染調査に依存するモ
デルを考察し、環境負債を財務諸表上で認識
する実務慣行が形成される条件の特徴づけ
を行った。レプリケータ・ダイナミクスにも
とづいて環境負債認識の安定性解析を行っ
た結果、環境汚染放置コストにくらべて規制
機関が企業の汚染を調査監督するのに要す
るコストが十分に大きいとき，環境負債を自
発的に開示する実務は淘汰され，社会におい
て環境負債を開示しない企業によって社会
が占められるようになり，企業活動から生じ
た汚染は放置されることを明らかにした（図
1）。しかし、規制機関の汚染調査コストが十
分に小さい場合は、環境負債を自発的に開示
する企業が社会の中に占める割合は周期的
に振動することを示した（図 2）。 
 

図 1 汚染放置を生じる環境負債開示ゲーム 

図 2 環境負債開示が周期性をもつ環境負債開示ゲーム 

 
(2) 企業と債権者からなる資金調達ゲーム
において、企業が負債概念を選択するモデル
を考察した。分析から、潜在的な環境汚染を
発生させている企業が，将来の債務不履行が
生じる可能性を利害関係者に伝達し，借入契
約において債権者を低水準の利率要求へ誘
導する目的から、推定的債務として環境負債
を認識するという結果を得た。 



 
(3) 資産除去債務会計の基準公表が,報告利
益に依存した経営者業績評価の変化を通じ 
て、資産除去にともなう環境被害コストをと
もなう経営決定に影響を及ぼすことを明ら
かにした。資産取得活動と除去活動における
キャッシュ・フローの相関が大きいとき、企
業は資産除去債務を認識。測定しない会計シ
ステムを選択する。この状況で、資産除去債
務会計が規定された場合、経営者業績評価シ
ステムにおける報告利益への依存が低下し、
それとともに経営者行動は、生産。販売活動
から、資産のキャッシュ・フロー稼得能力に
依存した経営活動へと変化し、環境被害コス
トの増大をもたらす。加えて、社会的観点か
ら資産除去債務会計の導入の影響をみたと
き、環境被害コスト合計が、生産・販売活動
より、資産取得活動に大きく依存して発生す
る場合、会計基準の公表が、環境被害コスト
合計を増大させることを示した。 
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